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主 論 文 鼻アレルギー患者の下甲介粘膜におりる
免疫組織学的検討ー主にTリンパ球に関
して
論文内容の要旨
緒雪
鼻アレルギー患者の下甲介粘膜には好酸球や肥満細
胞の他多数のリンパ球浸潤が認められる。 Bリンパ球
は局所における抗体産性細胞として重要であり， Tリ
ンパ球は抗体産性のコントロールだけでなく，好酸球
や肥満細胞への働きも注目されている。そこで今回モ
ノクロナーノレ抗体を用い，鼻アレルギー患者及ぴ正常
成人の下甲介粘膜におけるBリンパ球，Tリンパ球サ
ブセッ ト， 活性化Tリンパ球，さらに抗原提示細胞で
あるランゲルハン細胞について免疫組織学的に検討し
" ~。
対象と方法
長崎大学耳鼻咽喉科を受診し鼻アレルギーと診断さ
れた男性10名，女性18名年齢は19歳から54歳まで，及
び鼻症状なく鼻内所見正常のボランティア5名年齢21
歳から23歳までである。下甲介粘膜から 4μmの凍結
切片を作成， 3%H，O" 正常ヤギ血清で内因性per・
oxidaseと非特異反応を阻止した後，モノクロナーノレ
抗体(マウス)を用いた PAP法により免疫組織染色を
行った。核染色にはマイヤーのへ7 トキシリン液を用
いた。陽性コントロールには口蓋扇桃と口腔粘膜を用
い，陰性コントロールには l次抗体の代わりにマウス
腹水を用いた。モノクロナーノレ抗体は OKT4(CD4)へ
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ノレパー/インデューサーT細胞を認織， OKT8(CD8) は部位によるものではなし存在部位の組織つまり肩
サプレツサー/サイトトキッシク T細胞を認識 平上皮との関係が重要であると考えられた。ランゲル
OKDR (HLADR) B細胞/活性化T細胞/ランゲル | ハンス細胞が存在するかどうかで典型的な 1型アレル
ハンス細胞/マクロブアージを認識， OKB19にDl9) I ギーとされる鼻アレルギーと 1型アレルギーと 4型ア
B細胞を認識， OKT6にDl)ランゲノレハンス細胞/胸 | レJレギーが混在するとされるアトピー性皮膚炎の違い
腺細胞を認識，を使用した。 Iが認められるのではないかと考察した。
結果 結語
1) Tリンパ球サブセットについて :OKT4，OKT8 I 下甲介粘膜におげる免疫3組織学的検討をおこない，
陽性細胞ともに粘膜上皮層にはごく少数認められたの | 鼻アレルギー患者において OKT4陽性細胞がOKT8
に対し，粘膜聞有層の浅層に多数集合しており腺周囲 | 陽性細胞より優位であり，しかもその多くが活性化し
組織，粘膜固有層深層になるにつれ陽性細胞数は減少 1 ていた。 Tリンパ球は OKT4，OKT8ともに粘膜固有
する傾向が認められた。 OKT4陽性細胞は分布にばら | 層の浅層に多数認められたのに対しBリンパ球はやや
っきが認められ粘膜閲有浅層に多数集合する所見も認 | 深層に多〈認められ局在が異なっていた。ランゲノレハ
められたが，OKT8陽性細胞の分布は比較的一様で | ンス細胞は下甲介粘膜に認められなかった。
あった。粘膜固有層ではすべての症例において OKT4 I 論文審査の結果の要旨
陽性細胞がOKT8陽性細胞より優位であった。また鼻 | 音見龍一郎は平成3年6月27臼「鼻アレルギ}患者
アレルギー患者は正常例と比べ浸潤Tリンパ球数は | の下甲介粘膜における免疫組織学的検討ー主にTリン
多く， OKT4/0KT8比も高い傾向が認められた。 Iパ球に関してー」を主論文とし， r口腔粘膜における免
2) Bリンパ球について・ OKB19陽性細胞はTリン | 疫組織学的検討 ランゲルハンス細胞についてー」他
パ球に比べると粘膜固有層のやや深い部分に多数認め I 4篇を参考論文として長崎大学大学院に医学博士の学
られた。症例によっては非常に多数集合してリンパ小 | 位を申請した。長崎大学大学続医学研究科委員会はこ
節を形成している部位も認められた。浸潤Bリンパ球 | れを 7月17日の定例委員会に付議し，論文の内容の要
数は鼻アレノレギー患者の方が正常者より多かった。 I旨を検討し研究歴を審査した結果，受理して差し支え
3 )活性化T細胞について:粘膜固有層浅層を中心に | ないものと認めたので，上記の通り審査委員を選出し
非常に多数のOKDR陽性細胞が認められたが，大部 | た。委員は主査を中心と慎重審査の上，平成3年9月
分は小円形細胞であった。また OKDR陽性細胞は I 4日の定例委員会にその結果を報告した。モノクロ
OKBl9陽性細胞よりはるかに多しこれらの細胞の | ナーノレ抗体を用い鼻アレルギー例の下甲介粘膜にはT
多くは活性化Tリンパ球を表すものと考えられた。 Iリンパ球が多数存在したがOKT4陽性細胞がOKT8
4)ランゲノレハンス細胞について '陽性コントロール | 陽性細胞より優位であった。 Bリンパ球はTリンパ球
である口腔粘膜においては樹枝状の形態を示す | より少数で粘膜固有層の深層に認められTリンパ球と
OKT6陽性細胞が認められた。乙れに対して下甲介粘 | は局在が異なっていた。さらにTリンパ球の多くが活
膜にはランゲルハンス細胞を示すOKT6陽性細胞は ! 性化しているととを明らかにし，鼻アレルギーの局所
鼻アレノレギー患者，正常者ともにまったく認められな | においてTリンパ球が重要な働きをしていると考察し
かった。 Iた。ランゲノレハンス細胞は下甲介粘膜には認められず，
考 察 | これは存在部位の組織つまり扇平上皮との関係が重要
Tリンパ球は抗体産性のコントロールだけでなく， I であることを明らかにした。ランゲルハンス細胞が存
近年は好酸球の活性化や肥満細胞への作用も注目され | 在するかどうかで典型的な l型アレルギーとされる鼻
ている。今回のモノクロナーノレ抗体による検討から， I アレルギーとl型アレルギーと 4型アレノレギーが混在
Tリンパ球の大部分は粘膜固有層の浅層に認められし | するとされるアトピー性皮膚炎と差異が見られるので
かも OKT4陽性細胞がOKT8陽性細胞より優位であ | はないかと考察した。
ることがわかった。またBリンパ球はTリンパ球より | 本研究は 1型アレルギーの反応の場にお付るリンパ
少数で粘膜固有層のやや深層に認められ， Tリンパ球 | 球サプセットおよびTリンパ球の活性化を明らかにし
とは局在が臭なっていることがわかった。さらにTリ | たものである。研究委員会は審査委員会の報告に基い
ンパ球の多くが活性化していると推定されたととから， I てこれを討議し，審査した結果，本論文は鼻科学に新
鼻ア
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